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平成 26 年度第 5 回研究企画委員会 

議  事  録 

 

１．日 時：平成 27 年 2 月 2 日（月） 15:00～17:00 

２．場 所：学会事務局会議室  

３．出席者：(アンダーラインは欠席、＊は委任状提出 ) 

長田委員長，笠副委員長，阪元幹事，天野委員，池田委員，浦越委員＊，江口委員 

大野委員，佐々木委員，品川委員，田中委員，照屋委員，升元委員 

(委任状提出者を含めて過半数以上であり、委員会成立。) 

 

４．討議資料 

◆ 研究企画委員会平成 26年度第 4回委員会議事録(案) ...................................... (26研企Ⅴ資①) 

◆ 岩盤分類再評価研究小委員会(第二期)の状況(平成 27年 1月 26日時点)  .................. (26研企Ⅴ資②-1) 

◆ 地すべりの初生と評価に関する研究小委員会(第二期) 学会誌特別号についての取り組み状況 

 ........................... (26研企Ⅴ資②-2) 

◆ 廃棄物処分における地質環境調査・解析手法に関する研究小委員会(第二期) ............... (26研企Ⅴ資②-3) 

◆ 平成 26年度第 9回(拡大)総務委員会(概要)  ............................................ (26研企Ⅴ資③-1) 

◆ 平成 27 年度シンポジウム企画案  ..................................................... (26研企Ⅴ資③-2) 

◆ 岩盤分類再評価研究小委員会(第二期)技術書目次案 ....................................... (26研企Ⅴ資④) 

 

５．議 事 

５－１．前回議事録の確認 

案どおり承認した。 

５－２．研究小委員会活動報告  

（１）岩盤分類再評価研究小委員会(第二期) 

【報告事項】・・・江口委員 

・ 技術書の原稿作成作業の現状についての報告。 

・ 小委員会内部からの意見に基づく修正と読み合わせを月 1 回程度のペースで実施し、8 章

～11 章以外は済の状況。 

・ 作業スケジュールについては、粗原稿作成を 6 月、研究企画委員会での内容確認を 7 月～8

月、その後の編集、調整を経て出版を 2016 年 3 月頃として見直し。 

【意見等】 

・ 次回の研究企画委員会での原稿内容確認については、内容変更を伴うようなものとはなら

ないと考えられるため、全体スケジュールを少しでも短縮する工夫として、この内容確認

の期間を短くするという協力が可能である。  

（２）地すべりの初生と評価に関する研究小委員会(第二期) 

【報告事項】・・・阪元幹事 

・ 来年度 10 月の学会誌特別号による研究小委員会活動成果の報告に向けた取り組み状況に

ついての報告。 

・ 現在のところ、序文、招待論文 1 編、論文 7 編、用語解説の計 70 頁程度。個々の事項につ

いて編集委員会と協議中。スケジュールは原稿〆切が 1 月末、小委員会内部での議論、調
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整が 2 月、編集委員会への原稿渡しが 3 月、査読終了が 7 月上旬としている。 

【意見等】 

・ カラーページの費用については、研究小委員会活動費として予算確保できれば負担可能と

も考えられる。この場合、研究企画委員会が予算枠を確保することになるため、次年度予

算編成段階で理事会において話をしてみる(長田委員長)。 

（３）廃棄物処分における地質環境調査・解析手法に関する研究小委員会(第二期) 

【報告事項】・・・大野委員 

・ 第 2 回委員会(H26.12.12 開催)での議事内容の報告。 

・ 第一期委員会の活動成果報告書(完成版)の作成状況、第二期委員会の活動方針(WG 体制)、

地中処分システムおよび放射性廃棄物の地中処分の話題提供と議論など。 

５－３．理事会／常置委員会報告  

（１）理事会／総務委員会 

【報告事項】・・・長田委員長、田中委員  

・ 第 9 回理事会(H27.1.23 開催)および第 9 回拡大総務委員会(H27.1.16 開催)における議事内

容(一部)の報告による最近の理事会、総務委員会に関する情報提供。 

・ 会員状況、アジアシンポジウム、応用地質フォト企画についてなど。 

・ 浦越委員が広報・情報委員会委員として承認された。  

（２）事業企画委員会 

【報告事項】・・・田中委員 

・ 平成 27 年度シンポジウム企画案(物理探査学会との共催イベント)、および、研究発表会ト

ピックセッション企画(会員からの提案)についての報告。 

５－４．一家に一枚ポスター企画への取り組みについて 

・ 従来通り「水」をテーマにした案を作成するにあたり、ポスターに盛り込む事項をキーワ

ード的に挙げつつ、議論した。 

・ 昨年のプレゼン審査時の意見を踏まえつつ、学会としてのアピール分野を考慮し、地下水

とその周辺地質・地盤環境に関して、一般にはあまり知られていない事項を中心に挙げて

とりまとめるような方向性とした。 

・ 今後、各委員で企画案に関する検討と素材集めを継続する。 

５－５．その他  

・ 来年度の総会資料案作成については、メールで対応することとした(案の作成、配信、意見

集約は幹事が行う)。 

・ 次回委員会は、平成 27 年 4 月 16 日(木)15:00 から学会事務局にて開催することとした。 

以 上 


